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 隨眠 纏 

說一切有部 即是「煩惱」 即是「煩惱」 

大眾部系、 

分別說系 

煩惱的種子位 

／心不相應 

煩惱的現行位 

／與心相應 

經部 

煩惱的種子位 

／非「心相應」 

亦非「心不相應」 

煩惱的現行位 

／與心相應 
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七隨眠 三界九十八隨眠 

 

欲 界(36) 色 界(31) 無色界(31) 

總數 

見道所斷(32) 修
道
所
斷
(4)

 

見道所斷(28) 修
道
所
斷
(3)

 

見道所斷(28) 修
道
所
斷
(3)

 

苦
諦

(10)

 

集
諦
(7)

 

滅
諦
(7)

 

道
諦
(8)

 

苦
諦
(9)

 

集
諦
(6)

 

滅
諦
(6)

 

道
諦
(7)

 

苦
諦
(9)

 

集
諦
(6)

 

滅
諦
(6)

 

道
諦
(7)

 

欲貪 ○ ○ ○ ○ ○           5 

98 

有貪      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

瞋恚 ○ ○ ○ ○ ○           5 

慢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 

無明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 

見 

身 見 ○     ○     ○     3 

邊 見 ○     ○     ○     3 

邪 見 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  12 

見取見 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  12 

戒禁取見 ○   ○  ○   ○  ○   ○  6 

疑 ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  12 
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此中，何相「見苦所斷」乃至何相是「修所斷」？ 

若緣見此所斷為境，名「見此所斷」；餘名「修所斷」。 

 「此」中 若緣「見此所斷」為境［「此」＝四諦］ 

普
光 

十隨眠 

（1）若緣「見此」為境 

「五見、疑」，隨其相應，各緣「見苦～見道」 

能緣＝五見、疑＝「見此所斷」（A） 

所緣＝四諦 

（2）若緣「見此所斷」為境 

「貪等四」，隨其相應，緣（A）為境 

能緣＝貪、瞋、慢、無明＝「見此所斷」（B） 

所緣＝見苦所斷～見道所斷［（A）］ 

法
寶 

餘「貪等四」 

［貪、瞋、慢、無明］ 
同於普光的（2）說 


